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担 当 部 署：経済産業省産業技術環境局 国際標準課 

（〒100-8901 東京都千代田区霞が関 1-3-1） 

官 報 掲 載 日：令和 5.12.20 

認定産業標準作成機関：一般社団法人日本鉄鋼連盟 

（〒103-0025  東京都中央区日本橋茅場町 3-2-10  鉄鋼会館  TEL 03-3669-4826） 

審 議 委 員 会：一般社団法人日本鉄鋼連盟標準化センター 鋼材規格三者委員会（産業標準作成委員会） 

（委員会長 榎 学） 

 この規格についての意見又は質問は，上記認定産業標準作成機関にご連絡ください。 

 なお，日本産業規格は，産業標準化法の規定によって，少なくとも 5 年を経過する日までに見直しが行われ速やかに

確認，改正又は廃止されます。 
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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準

作成機関である一般社団法人日本鉄鋼連盟（JISF）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を改正すべ

きとの申出があり，経済産業大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS G 3463:2019 は改

正され，この規格に置き換えられた。 

なお，令和 6 年 12 月 19 日までの間は，産業標準化法第 30 条第 1 項等の関係条項の規定に基づく JIS

マーク表示認証において，JIS G 3463:2019 を適用してもよい。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格に従うことは，次の者の有する特許権等の使用に該当するおそれがあるので，留意する。 

－ 氏名：日鉄ステンレス株式会社 

－ 住所：東京都千代田区丸の内一丁目 8 番 2 号 

 

種類の記号 発明の名称 特許番号 設定の登録の年月日 

SUS821L1TB 溶接熱影響部の耐食性と靭性が良好な省合

金二相ステンレス鋼 

第 5345070 号 2013 年 8 月 23 日 

上記の特許権等の権利者は，非差別的かつ合理的な条件でいかなる者に対しても当該特許権等の実施の

許諾等をする意思のあることを表明している。ただし，この規格に関連する他の特許権等の権利者に対し

ては，同様の条件でその実施が許諾されることを条件としている。 

この規格に従うことが，必ずしも，特許権の無償公開を意味するものではないことに注意する必要があ

る。 

この規格の一部が，上記に示す以外の特許権等に抵触する可能性がある。経済産業大臣は，このような

特許権等に関わる確認について，責任はもたない。 

なお，ここで“特許権等”とは，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権をいう。 
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日本産業規格          JIS 
 G 3463：2023 
 

ボイラ・熱交換器用ステンレス鋼鋼管 

Stainless steel tubes for boiler and heat exchanger 

 
序文 

この規格は，1997 年に第 1 版として発行された ISO 9329-4 及び ISO 9330-6 を基とし，技術的内容を変

更して作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で，附属書 JA 及び附属書 JB は，対応国際規格にはない事項である。また，側線又は点

線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。技術的差異の一覧表にその説明

を付けて，附属書 JC に示す。 

1 適用範囲 

この規格は，管の内外で熱の授受をするために使用するステンレス鋼鋼管（以下，管という。），例えば，

ボイラの過熱器，化学工業・石油工業の熱交換器，コンデンサ管，触媒管などに使用する管について規定

する。ただし，加熱炉用鋼管には適用しない。 

注記 1 この規格は，通常，外径 15.9 mm～139.8 mm の管に適用されている。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 9329-4:1997，Seamless steel tubes for pressure purposes－Technical delivery conditions－Part 4: 

Austenitic stainless steels 

ISO 9330-6:1997，Welded steel tubes for pressure purposes－Technical delivery conditions－Part 6: 

Longitudinally welded austenitic stainless steel tubes（全体評価：MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”こ

とを示す。 

2 引用規格 

次に掲げる引用規格は，この規格に引用されることによって，その一部又は全部がこの規格の要求事項

を構成している。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS G 0201 鉄鋼用語（熱処理） 

JIS G 0202 鉄鋼用語（試験） 

JIS G 0203 鉄鋼用語（製品及び品質） 

JIS G 0320 鋼材の溶鋼分析方法 

JIS G 0321 鋼材の製品分析方法及びその許容変動値 

JIS G 0404 鋼材の一般受渡し条件 

JIS G 0415 鋼及び鋼製品－検査文書 


